
p4広報あいなん

　「かき食べ放題コーナー」
では先着の 300 名が、かき
の炭火焼きや酒蒸しを堪能
しました（写真上）。また、
かき汁 1,000 食以上が無料
で提供されました（写真

左）。

愛
南
の
う
ま
い
も
ん
で

　

  
お
も
て

かき数当てウルトラクイズ

　
当
日
は
、
焼
き
か
き
独

特
の
潮
の
香
り
が
す
る
中
、

恒
例
の
「
餅
ま
き
」（
午
前
、

午
後
各
1
回
）
を
は
じ
め
、

「
か
き
数
当
て
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
」
や
「
か
き
す
く
い

取
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
愛
南
町
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ー

し
く
ん
」
風
船
の
無
料
配

布
や
「
な
ー
し
く
ん
」
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
の

作
成
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

「
な
ー
し
く
ん
」
と
の
記
念

撮
影
は
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

　
春
を
思
わ
す
好
天
の
中
、
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
広
場
で
愛
南
町
の
冬
の
地
場
産
品

を
P
R
す
る
「
う
ま
い
も
ん
市
i
n
あ
い
な
ん
2
0
1
4
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
本
町
の
冬
の
味
覚
を
代
表
す
る
か
き
を
始
め
、
愛
南
の
海
や
山
の

「
う
ま
い
も
ん
」
を
食
べ
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
1
万
5
千
人
を
超
え
る
来
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

恒例の餅まき

大人気の「なーしくん」

かきすくい取り
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「愛
南の
かき
は、
臭み

がな
いの

で大
好き

。

特に
、か

きフ
ライ

の

おい
しさ

には
感動

し

た」
と竹
内清

き よ か

香さ
ん（松

山市
）。実

は、
地元
では

かき
をあ

まり
食べ

ない
そう

です
が、
愛南

のか
き

はお
いし

く食
べら

れる
よう

で、 
ぷり

ぷり
のか

き

フラ
イを
パク
リ。
 

「会
場の

雰囲
気と

か

きな
ど愛
南の
食べ
物

のお
いし
さを
満喫
し

てい
ます
」と
今治
市

から
お越

しの
菊川

晴
せ い こ

子さ
ん。「

食い
し

ん坊
みた
い」
と、食

べ終
わっ
たか
きの
殻

を山
積み
にし
て満
足

そう
に話
して
くれ
ま

した。

山岡慎
し ん じ

次さん
、忍

しのぶ

さんご
夫妻（

砥部町
）は、

「この

イベ
ント

を毎
年楽

しみ
にし

てい
る。
ほか

の産
地

のか
きが
食べ
られ
ない
くら
い愛
南の
かき
はお
い

しい
」と
、来

年の
「う

まい
もん

市」
への

参加
を

約束し
てくれ

ました
。

松山
市か
らお
越し
の福
田政

ま さ
み ち

道さ
ん一
家。「

愛南
の

かきは
、一つ

一つの
身が大

きくて
味が濃

厚。ス
ー

パー
でか

きを
買う

とき
は、
必ず

愛南
のか

きを
買

う」そ
うです

。

　
愛
南
の
か
き
が
養
殖
さ

れ
る
御
荘
湾
に
は
、
二
級

河
川
僧
都
川
の
河
口
付
近

に
広
が
る
広
大
な
落
葉
樹

林
の
豊
富
な
栄
養
分
が
流

れ
込
み
ま
す
。

　
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

と
温
暖
な
気
候
に
よ
り
、

愛
南
の
か
き
は
、
肉
厚
で

潮
の
香
り
が
濃
く
、
絶
品

と
評
判
で
す
。 

愛
南
町
に
は
、
春
夏
秋
冬
、
海
の
幸
や

山
の
幸
の
「
う
ま
い
も
ん
」
が

い
っ
ぱ
い
や
な
〜
し
。

会場では、かきのほか、ヒオウギ貝の浜焼き、
「久良のブリ」やマグロの刺身、新鮮な野菜、
かんきつ類や郷土料理などが販売され、愛南
の「うまいもん」を買い求めようと、あちこ
ちに長蛇の列ができました。


